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～長野県大町建設事務所より継続的に情報を発信します～

　大町建設事務所で検討を進めている松本糸魚川
連絡道路について、５月から７月にかけて、10回
にわたり市内各地で市民の皆さんとの意見交換会
を開催し、約200人にご参加いただきました。意
見交換会では３つのルート帯案を提案し、どの
ルート帯に建設するかを決める際に配慮すべきと
考えられる項目(評価項目案)を説明しました。い
ただいた主なご意見は次のとおりです。

▽ 道路利用者にとってのメリットと地元にとってのメリットが混在しているので、整理すべきだ。

▽ 北アルプスを眺める景観を大切にしてほしい。

▽ 農具川には住民が愛護活動を行っている場所があるので配慮してほしい。

▽ 費用対効果でルートを決定するのが良い。

▽ 断層を避けた位置にルートを選定するのが良い。

▽「農地への影響」という評価項目は、負の要素だけではなく、農地整備が進むというメリットも
あるのではないか。

▽ 各地区の誘致の熱心さも評価項目に入れてほしい。

▽ 工事中に通行止めが多くなるなどの「周囲への影響」も加味した方が良い。

▽ 事業が環境に与える悪影響を示すべきだ。

▽ 地域の分断は避けてほしい。

▽ 大町は霧の影響で排ガスが一定の高さに滞留することがあるため、その影響を受けない場所に
建設するよう配慮する必要があるのではないか。

　意見交換会でいただいたご意見は、今後の検討の参考にさせていただきます。意見交換会では
道路の必要性、建設場所を決めるプロセスなどについてもご意見をいただきました。次回はそれ
らのご意見を紹介します。
　意見交換会の資料は大町建設事務所整備・建築課または大町市役所建設課で配布しています。
大町建設事務所ホームページからもダウンロードできます。

■問い合わせ　大町建設事務所整備・建築課計画調査係　℡23-6534(直通)　　23-6532
　Ｅメールomachiken-seiken@pref.nagano.lg.jp
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